








 

研究計画 

 胎児障害に関与する母体環境因子としては,これまて実験奇形学や統計的調

査によって,多くの要因が指摘されている。しかし,人体でその因果関係の確認

されているものは極めて少ない。従って,ヒト胎児障害発生防止の具体的対策の

根拠となるものは現在のところ,はなはだ得がたい。このような状況から,今回

具体的な母性対策を確立する目的で,本研究が行なわれることになった。特に本

研究では,本邦で殆ど行なわれていない疫学的研究に重点をおき,昭和 52 年度

より,3 年間の計画で広範な疫学調査を計画した。 


